
県南平坦地帯のササニシキ 6 5 0 雑 / 1 0 a を 目標 とした栽培法

(農試 県 南分場 )

1 . 背 景 とね らい

県南地帯のササニシキは、「健苗、早植え、密植等jによる有効室の早期確保により

安定収量が得られるとされてきている。 しかし、県南平坦地帯のササ
ニシキは、初期生

育は確保 しやすいが、有効茎確保後の生育が過剰 となりやすく、初期生育確保が必ず し

も 6  0  0 k g / 1 0 a 以上の安定多収に結びつかないという指摘がある。事実、共励会の上

位入賞者の栽培法 を見ても必ずしも早植、密植ではなく、追肥は中後期重点の事例が多

い 。

そこで、県南平坦地帯におけるササニシキのより安定多収を目標とし′た栽培法につい

て検討し、ササニシキ6  5  0 k g / 1 0 a を目標とした期待生育量及び栽、培法を明らかにし

た。

2 . 技 術の内容

1 ) 安 定多収 ( 6  5  0 k g / 1 0 a ) を 得るための期待生育量及び生育時期別の乾物
・窒素

条件 は次の通 りで ある。

( 1 ) 6  5  0 k g / 1 0 a 収 量水準 における収量構成要素の期待値  ( 表 1 )
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( 2 ) 6  5  0 k g / 1 0 a収 量水準 における乾物重 。稲体窒素条件の期待値  (表 2)
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注 )分 盛期 :分 げつ盛期    最 分期 :最 高分げつ期

2 ) 期 待生育量 に近づけるための栽培法

( 1 ) 苗 の種類別移植適期   '

維苗 : 5 月 1 0 日前後 、 中 苗 : 5 月1 0 ～2 0 日、 丸 型樹脂ポ ッ ト首 : 5 月1 0 ～3 0 日

( 2 ) 適 正栽植密度 .栽 植本数 (稚苗 )

栽植密度 : 1 6 . 7 ～2 2 . 2 株/ ば 、 栽 植本数 : 3 ～5 本 / 株
｀
                                            -35-



3.

4.

( 3 ) 幼 穂形成期における生育診断は (茎数 X草 丈 X葉 色値 )に より行ない、適正な穂

肥 を実施する。

( 4 ) 穂 揃 い期追肥の効果 :籾数 3 6～ 4 0 千 粒/ぶ の範囲であれば、窒素成分 2  k g /

10aまでの穂揃い期追肥は登熱歩合、玄米千粒重の向上及び倒伏軽減効果が認あられ

収量 で 5 ～ 1 0 % の 増収 が期待できる。

指導上 の留意点

( 1 ) 有 機物 ・土壌改良資材の施用や深耕等による地力の増強 に努める。

( 2 ) 基 肥 ・水管理 は慣行 どお りとする。

( 3 ) 窒 素追肥 による食味の評価 については今後検討の予定である。
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